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石炭液化プラントーー長期的展望

現在，わ油価格暴落のため多くの代用エネルキー開

発事業に遅れかでているか，オーストラリアの褐炭液

化事斐は着実に進展している．

昨年11月モーウェル（メルホルンから東南 150キロ

メートル）でパイロ）ト・プラント（総費用 4億豪卜

）レ）の第，●-段階が始動した．

日本側資合によるこのプラントの近くには広大な露

人掘り炭鉱が多く，殆んと手-_ _)かすの膨大な埋蔵量は

l廿界最大といわれている．

第口段階のl口事も既に始まっている． 日産 150バレ

）レのこのプラントか1987年に完成すれは111界初の褐炭

液化プラントとなる．

1990年代に計画ざれた商巣ヘースによる本格的なプ

ラントの建設に備え，今後さらに 2年 6カ月間データ

収集を行うことになっている。

アジア石油，神戸製鋼所，―ミ菱化成工業， 日向岩井，

出光輿産か設立したヒクトリア褐炭液化社 (Brown

Coal Liquefaction (victoria)-・ BCLV)か主体と

なり，将来の交通機関燃料の供給を確保しようとする

日・豪共「11]戦略の一部を担っている．資金はすべて新

エネルキー総合開発機構 (NEDO)を通し，日本政府

か出している．

黒炭液化技術は1927年トイッて初めて開発された．

しかし褐炭については BCLVか 10年訂匪Iて研究開発

を行なってきている．ます日本の神戸製鋼所の実験プ

ラントで試連転したあと，その100倍の規模の I夜化工

程による実験をモーウェルで行っているのである．

llCLVはこの方法か技術的に成功することを確信

している． しかし舒済的に実行口J能かどうかの研究を

吏に続けたのち， 1日の石炭処理贔 lガ 5,000トンのプ

ラント 6軌を建造，今t[［紀末の日産10万バレ｝レ逹成を

「l指している．

1979年にオーストラリア政府，三つのオーストラリ

ア州政府及びドイツ政府か共同で委託した実用化研究

の結果，実用レベルの工場を 3つ・一褐炭原料刹用の

ものをヒクトリア州に 1悲，黒炭利用のものをその他

の州に 2焔ー建造する提案がなされた．この提案の

報位書によれは，石油代替エネルギーとしては，褐炭

か資本・操業の両面から最も経済的な原料である．

凸油市場は目卜弱含みたが，この事菓の将来性にそ

れか影響することはないと那須博 BCLVメルホン所長

は見ている．

同氏によれは， NEDOが資金援助している向外事業

のうち， ビクトリア州の事業が最も野心的なものであ

る． しかし，商業プラントをつくるには巨額な投資か

必要なため，将来はオーストラリア資本の参加が必要

になるものと思われる．

「我々の意見では資原消費大国の日本には代替エネ

）レギー資源を探究し続ける国際的な責任かある．」と那

須氏．「日本政肘は長期的な見地からこれと取組んで

いる．我々にとって大切なのはます技術を確立するこ

とである。そうすれは戦略上はかりでなく，将来の石

油供給事情およひ和lltl叫能な他のエネルギー資源など

在基にして決定を下すことができる．」

およそ 2,040億トンの石炭埋蔵量を管理下に置くビク

トリア州政府は，プラント建設地，原料，技術者提供

なとのため 400J]豪ドルを投入した．

ビクトリア州における60年の電力発電の歴史も同州の

膨大な石炭埋蔵置に殆んど影轡を与えてはおらす，発

屯目的以外の用途を開発するためにヒクトリア石炭公

社が設立されている．

ユージン・フオーク同公社総裁は次のように語って

いる「1990年代半はまでに石油が新しく発見されなけ

れは，オーストラリアはその石油需嬰を満たすために

供給量の50パーセント以上を輸入に頼らさるを得なく

なるだろう．］「ハス海峡の石油を使い尽くすと，年間

40億豪トルから50億豪ドルの余分な外貸支出を強いら

れる．

凸炭液化の直接的な経済的利益，およひそれに付属

する他の利益は 5,000人に卜る雇用増大，大きな鉱叢開

発事業の開始など，註り知れないものがある．」~

ヒクトリア州褐炭の成分も液化を経済的なものにし

ている．過去には，その成分のために商業利用が出来

にくいこともあった．というのは水分の含有量か65パ

ーセントもあり，一方， 自然燃焼し易い性質を持って

いたので，採掘したままの状態で輸送するのが不経済
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たったからである． しかし水分が多く火に対して高感

度であるという性質は水素添加の過程を容易にする．

現在の技術をもってすれば経済的に採掘口］能な埋蔵

量か 430億トンを超える．そのはとんどは地表から30

メートル以内の浅いところに埋まっている．

灰分が少ないので，最も純粋な化石燃料と考えてい

る人々もいる．また硫黄分や窒素分が少ないので酸性

雨を降らす原因にはなりにくい．

液化技術は炭素，水素，酸素，窒素，硫黄原子から

なる璽縮合物である石炭の低分子化を目的としている．

水素添化反応として知られる過程において一定のI]：ヵ

や高温度下で重い分子を軽い分子にするための水素添

化反応を行えば水素の割合が多い油液か得られる．こ

うして得た人工原油を精製してディーゼル油やガソリ

ンなどの燃料を生産することができる．

商業生産段階に入った場合の製品の分配及びオース

トラリア側の株式持分については，両国間でこれから

話し合いか行われる．

（情報提供：オーストラリア大使館東京）
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